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　今夏はとにかく暑かった。国連の事
務総長が「地球沸騰化時代が到来した」
と警鐘を鳴らすほど、世界各地も熱波
が凄かった。40℃超えは当たり前、場
所によっては50℃超え。日本はまだま
しのようだ▶かつては、夕立ちが打ち

水効果を果たし、昼間の暑さを忘れさせてくれた。多少
寝苦しくても、扇風機と団扇と網戸でなんとか凌げた。
だが、今は降ればゲリラ豪雨。就寝中はエアコンなしで
はどうにもならない。不思議とタイマーが切れる前後に

目が覚める。リモコンを再設定して、うとうと眠るが寝
足りない▶誕生から46億年。過去に幾多の「天変地異」に
見舞われてきた地球からみれば、大したことはないのだ
ろうが、気候変動に具体的な対策がなかなか進まない中、

「暑さ寒さも彼岸まで」というように、秋彼岸まで我慢す
るしかないのか▶暑さに耐えたら、爽やかな秋が来るは
ずだが、日本らしい四季がなくなり「二季化」しつつある
時代、「急には寒くならないで欲しい」と願う。とはいえ、
まだまだ暑い。涼や美味しさを求め、白熊店やかき氷店
の列はしばらく続きそうだ。
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鹿児島県の「予算編成に向けた
要求・提言」を提出　連合鹿児島

　要求策定については、連合鹿児島構成組織より委員を派遣いただき、複数回の
討論を行うとともに、日本退職者連合および労働者福祉協議会とも連携し、鹿児
島県における課題等もふまえ、７分野32項目の2024年度予算編成に向けた要求・
提言を策定しました。
　８月31日（木）に連合鹿児島からは下町会長はじめ５人が出席し、鹿児島県の
塩田知事、商工労働水産部の平林部長に対応いただき、具体的には、海蔵副会
長より緊急性・重要性をふまえた重点的な要求・提言について、以下のとおり
補強説明を行いました。
　まず、物価高対策について、①中小企業・小規模事業所が適正な価格転嫁を
進められる環境整備および「価格転嫁の円滑化に関する協定書」の早期締結、②
離島は県本土と比較し輸送コストによりすべての生活物資価格に影響を及ぼす
ことから県独自の支援策を講ずるよう要請。
　次に、公契約条例の制定については、①適正な契約制度による公共サービス
の質向上、②労働者の生活安定および労働環境の改善、③持続可能な地域経済

の活性化―などによる好循環をめざすものであり、既に多くの自治体が基本条例や賃金条項型の条例を制定してい
ることもふまえ、制定に向けた積極的な論議の促進を要請しました。
　また、交通政策については、コロナ禍における離職や採用中断などによる深刻化している人材不足の状況が影響
を及ぼしている現状を共有し、①運賃・料金の適正収受、②運転者の確保・
育成、③地域公共交通の経営の健全化―などを視点に、実効ある支援と財
源確保を要請しました。
　最後に、賃上げに関わる環境整備について、今春闘結果や最低賃金など、
一定の前進はあるものの物価上昇局面に対応しきれていない状況であり、
労使共通認識でもある国の大型経済対策や税制と社会保障費の一体的な見
直しなど、賃上げの効果を発揮していくための環境整備を鹿児島県からも
国・政府に対し働きかけるよう要請しました。
　その他の要求・提言についても、鹿児島県のビジョンと反するものはな
く、前向きな検討を要請するとともに、知事と連合鹿児島の課題認識を共
有する有意義な機会となりました。

　連合鹿児島は、鹿児島県の「2024年度予算編成に向けた要求・提言」を取りまとめ、８月31日（木）に鹿児島県へ
提出しました。

8972023年
10月6日（金）

より
※前年＋44円

下町会長から塩田知事へ
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　九州ろうきんでは、10月１日より、うれしい特別金利の『教育ローンキャンペーン』を実施します。お使いみちは、
受験費用や入学費用・授業料・教材費・寮費・生活費・仕送り・海外留学関係費用など、教育に関する様々なこと
にご利用いただけます。また、他金融機関等からの借り換えにもご利用可能です。
　キャンペーン期間中は、最大引下げ金利が、保証料込で年1.8％からと大変おトクになっています。また、通常の
教育ローンに加えて、ご融資限度額の範囲なら必要な時に全国のＡＴＭでお借入れできる「カード型」もございます。
　現在実施中の『カーライフローンキャンペーン』とのＷキャンペーンを、ぜひご利用ください！ 
　くわしくは、お近くの九州ろうきん窓口へご相談いただくか、ホームページをご覧ください。

九州ろうきん『Ｗキャンペーン』を実施します�

鹿児島県本部ろうきん友の会連絡協議会
第15回役員会（総会）を開催しました�

　2023年8月17日（木）、鹿児島県本部ろうきん友
の会連絡協議会は、第15回役員会（総会）を開催し
ました。昨年に引き続き、三役および鹿児島支店
管轄地域は集合参加、その他の地域は各営業店か
らリモート参加というハイブリッド形式での開催
となりました。
　会議では、加治屋副会長の開会挨拶の後、中村
会長、黒江県本部長より挨拶を受け、中村会長を
議長に選出し、議事に入りました。議事では、交
付金の使い方やイベント等の周知方法等について、
議論が交わされ、すべての議案について承認され
ました。特には、各地域での活動を活性化し、地
域の輪を広げていくこととあわせて、ろうきんの
生涯取り引きに取り組むことを確認しました。最
後に、加治屋副会長の挨拶で閉会しました。

【2023年度鹿児島県本部ろうきん友の会連絡協議会役員体制】
役職名 区分 氏名 支店・地域名（役職）

会 長 再 中村　忍 鹿児島南（会長）
副 会 長 再 加治屋　徹 鹿児島県庁（会長）
事務局長 新 八木　裕二 鹿児島（事務局長）
幹 事 再 高橋　宏明 日置（会長）
幹 事 再 荻迫　弘美 大島（会長）
幹 事 再 西　洋一 鹿屋（事務局長）
幹 事 再 大園　初男 加世田（会長）
幹 事 新 上脇　久 出水（会長）
幹 事 再 河野　博康 種子島（会長）
幹 事 再 廣川　順二 志布志（会長）
幹 事 再 山之上　守 大口（会長）
幹 事 再 芝田　裕彦 徳之島（会長）
幹 事 再 馬場　慶郎 指宿（会長）
会計監査 再 堂囿　慎一 川内（会長）
会計監査 再 神村　次郎 霧島（事務局長）
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第20回九州ろうきん「NPO助成」の募集を開始しました�
　九州ろうきんでは、今回20回目となる『NPO助成』を2023年９月４日（月）～10
月20日（金）の期間に募集します。NPO助成は、ボランティア預金「NPOパート
ナーズ」の寄付金と九州ろうきんの拠出金を財源とした制度で、これまでも1,328
団体に、２億9,500万円の助成を行ってきました。今年度も九州全体で、単年度
助成1,050万円と３年間継続助成210万円の合計1,260万円（うち鹿児島県は単年
度助成140万円・３年間継続助成30万円の合計170万円）を助成します。今年度は、
３年間継続助成団体が2021年度に決定していることから、単年度助成の助成先
を募集いたします。応募団体の審査を2023年12月上旬までに実施、12月中旬に
助成団体へ決定のご案内、2024年１月～２月上旬にNPO助成フォーラム（贈呈式）
を開催する予定です。
　「NPO助成」の対象となる団体は、営利を目的とせず、九州ろうきんの営業エ

リアに主たる事務所を設ける団
体で、団体および役員が反社会
的勢力に該当しないNPO法人・
ボランティアグループ・市民活
動団体などです。対象となる事
業活動は、SDGs（持続可能な
開発目標）17の目標に係わる事
業とします。
　九州ろうきんの理念である

「人々が喜びをもって共生でき
る社会の実現に寄与すること」
に共感いただけるみなさまの積
極的なご応募を心よりお待ちし
ております。
　具体的なお申し込みやお問い
合わせについては、九州ろう
きん事業部福祉金融推進課（九州ろうきん「NPO助成」係）（℡092-
714-7017）、または、九州ろうきんホームページでご確認ください。
なお、申請書等は、ホー
ムページからダウンロー
ドいただけます。

「借金・債務整理に関する無料法律相談会」のご案内

○相談は個別面接で、相談時間は30分程度です。
○弁護士または司法書士による法律相談です。
○�保健師などによる「こころの悩み相談」も受け付け
ます。
○原則として、事前の予約をお願いします。
　※�当日会場での受け付けも可能ですが、お待ちい
ただく場合があります。

新型コロナウイルス感染防止のため
相談の際は、マスクの着用をお願いします。

【開催日時・会場】　
開催日 時間 場所

令和５年
10月６日（金）

午後１時から
午後４時まで

かごしま県民交流センター
東棟３階

（鹿児島市山下町14-50）

令和５年
11月１日（水） 午後６時から

午後９時まで令和５年
11月22日（水）

令和５年
12月５日（火)

午後１時から
午後４時まで

【主催】�鹿児島県多重債務者対策協議会（鹿児島県・鹿児島県弁護士会・鹿児島県司法書士会）

【予約・お問合せ先】
（鹿児島県多重債務者協議会対策事務局）
鹿児島県 男女共同参画局 消費者行政推進室

☎099-286-2530
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「秋の保障点検キャンペーン」実施中！
【期間】　2023年9月1日～10月31日　

　こくみん共済 coopでは、2023年９月１日（金）～10月31日（火）の間「秋の保障点検キャンペーン」を実施しています。
　キャンペーン期間中、共済ショップ窓口にご来店・ご加入いただいた方にはもれなくプレゼントをご用意しております。
　ぜひこの機会にご自身・ご家族の保障を点検してみませんか？　
  「気軽に・何でも・何度でも相談できる『親切で頼れる店舗』」を合言葉に、ぐりんぼう鹿児島店・鹿屋店・奄美店
のスタッフ一同、皆さまのご来店を心よりお待ちしております。

こくみん共済 coop 『第140回通常総会』の開催
～　全議案採択・決定　～

　2023年８月29日（火）に『第140回通常総会』を開催し、2022年度計画経過報告
および2023年度計画設定などの諸議案を採択し決定いたしました。また、役員
の任期満了に伴い、新役員を選任しました。
　2022年度は、「こくみん共済 coop 中期経営政策2022-25 ～変革と創造～」の初
年度として、お役立ち発想と共創活動にデジタル技術を取り入れた「新しいたす
けあい」の創造・実践を開始し、目指す姿として設定した３つの姿（「組合員・生
活者への寄り添い」「協力団体・共創パートナー団体との強固なパートナーシッ
プの構築」「業務と経営の最適化・高度化」）にもとづき、こくみん共済 coop 
公式アプリのリリースやこくみん Lifeサポートの開始、共済事務・共済金お支払
い業務のデジタル化など、さまざまな活動を展開しました。 
　また、各地での自然災害や新型コロナウイルス感染症などにより約3,455億
円の共済金をお支払いし、組合員の皆さまにお役立ていただきました。 新型
コロナウイルス感染症を原因とした入院・通院・死亡等に関する共済金は73万
件超、約305億円のお支払いとなりました。 
　「こくみん共済 coop 中期経営政策2022-25 ～変革と創造～」の２年目となる
2023年度は、１年目で整備された基盤のもと、すべての役職員の総力を結集し、
引き続き「新しいたすけあい」の創造・実践を進めていきます。 

報告

▲  会場の様子

▲  打越 秋一 新理事長

お知らせ
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「こくみんLifeサポート」･「公式アプリ」をご案内しています！

霧島市立向花小学校に350本の横断旗を寄贈

　2023年５月より「こくみんLifeサポート」
のご案内を実施しています。
　「こくみんLifeサポート」は安心の保障を
ご提案する「保障設計サポート」と、組合員
特典価格などでご利用いただける、もしも
の事前の備え・事後のフォロー、ライフイ
ベント・生活全般のサービスを提供する「生
活設計サポート」で組合員の皆さまの生涯
をトータルにサポートするサービスです。
　ぜひ、公式アプリをダウンロードいただ
き「こくみんLifeサポート」をご利用くださ
い！

　８月21日（月）に霧島市立向花小学校にて横
断旗の寄贈式を行いました。今回の寄贈式は、
こくみん共済 coopが取り組む《７才の交通
安全プロジェクト》の一環として、向花小学
校と向花小学校PTAと共同で実施しました。
　今回は350本の横断旗を寄贈し、児童の登
下校時に活用される予定となっています。

お知らせ

▼詳しくはこちら

報告
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　鹿児島県労働者福祉協議会は８月18日（金）、九州労金
加世田支店会議室で「労働者福祉運動研修会」を開き、16
名が参加しました。
　研修は、①地域・職域での労働者福祉運動推進に向け
た人材育成・確保をめざす②九州ろうきん・こくみん共
済coopと労働組合が「ともに運動する主体」として関係
強化を図っていくことを目的として、１年間に４地域で
開催（２年間ですべての地域労福協で開催）していくこと
としています。
　当日は、各労働組合（九州ろうきんの会員、こくみん
共済coop協力団体）の事務担当者・厚生担当者を中心に
参加。こくみん共済coop鹿児島推進本部からは「事故発
生から解決までのサポートと補償内容」「マイカー共済
の補償内容の再確認、特約、ロードサービス利用時の注
意点等について」、九州ろうきん鹿児島県本部からは「九
州ろうきんの事務効率化の取り組み」についてそれぞれ
提案・説明がありました。最後に労福協からは、労働者
福祉運動の歴史的な運動の流れを踏まえた「これまでと
これからの運動」について提案・説明を行いました。

　連合大隅地協女性委員会と大隅地協労働者福祉協議会
は８月６日（日）、リナシティかのやでワークショップ
を開催し17名が参加しました。当日参加者は、講師に
MIHER(ミヘル)のオーナー牧内由香さんを招き、「ミニ
花キャンドル作り」を体験しました。
　紙コップにキャンドルを入れて周りをプリザーブドフ
ラワーやドライフラワーで飾りつけプロメリアの香りの
アロマが入ったろうを流し込んだら完成です。ろうが固
まるまでの間、牧内さんからキャンドルについて話を聞
き、班ごとに自己紹介や職場の良い点の発表や、意見交
換を行いました。全員で一斉に紙コップを剥がすと、す
てきな仕上がりに皆声を上げて喜んでいました。
　ワークショッ
プ終了後のラン
チ交流会では、
おいしい食事を
味わいながらそ
れぞれの職場の
ことなどについ
て会話し、楽し
く交流する様子
が 見 ら れ ま し
た。

　大隅地域労福協は８月19日（土）、リナシティかのやで
介護教室を開催し、12名が参加しました。
　当日は、鹿屋市高齢福祉課地域包括ケア推進係の立野
朋美さんが、「支えあい助けあいによる介護予防、認知
症予防」をテーマに講演。鹿屋市の高齢者人口や要介護
認定者数などの現状と、介護が必要になった主な要因が

「骨折・転倒」、ついで「加齢による衰弱」、「脳卒中」、「認
知症」となっていることを説明しました。そして、まず
は自分の状態を知ることで生活習慣の見直しができ、高
血圧や糖尿病といった生活習慣病を予防することが、脳
の血管障害を防ぎ、脳卒中や脳血管性認知症を予防する
ことにもつながることを伝え、参加者は熱心に耳を傾け
ていました。

「ワークショップ・ランチ交流会」を開催
  連合大隅地協女性委員会と大隅地協労福協

介護教室を開催  大隅地域労福協

　優しく作り方を説明する牧内さん

講演の様子

南薩地域で労働者福祉運動研修会を開催
  鹿児島県労福協

「ジェンダー平等」で講演会
鹿児島県退職者団体連合

　県退連は８月31日、九州労金ホールで講演会を開
催し、会員ら65名が参加しました。佐賀県地方自治
問題研究所の石田美恵子主任研究員が「日本のジェ
ンダー平等の現段階」の演題で講演しました。
　石田講師は、ジェンダーとは「社会的性別」のこと
で「男性はこうあるべき」「女性はこうあるべき」と
される固定観念や役割分担を押し付けられ、偏見や
差別が生まれている。ジェンダー平等は、男女の
役割分担をなくし、得意なことを制限されたりしな
いことである。ジェンダー平等の実現はSDGs17の
ゴールの５に位置付けられるが、日本は国会議員や
管理職の女性割合が低く、男女の賃金格差と非正規
雇用の割合が多く、日本の2023年ジェンダーキャッ
プ指数は0.647と146ヵ国中125位で主要先進国中の
最下位であると説明がありました。
　ジェンダー平等実現のためには意思決定の場への
女性の参画、アイコンシャス・バイアス（無意識の
思い込み）に気付き、意識して行動することが重要
である。男女とも
にジェンダーにと
らわれず、自分の
人生を選択できる
社会をめざしてい
こうと訴えまし
た。 固定観念に縛られない自分の人生を
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ニュース・
ワード

少
、
歩
行
速
度
・
握
力
・
身
体
活

動
量
の
低
下
、疲
れ
や
す
い
な
ど

が
判
断
基
準
。防
止
の
た
め
に
は
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
や
、

運
動
・
歩
行
、
十
分
な
睡
眠
な
ど

が
重
要
で
す
。

　
火
災
保
険
の
更
新
に
伴
っ
て
内
容

の
見
直
し
を
し
た
と
こ
ろ
、“
住
ま

い
る
共
済
”
に
加
入
し
ま
し
た
。
保

険
料
は
大
幅
に
安
く
な
り
家
計
が
助

か
り
ま
し
た
。 
（
鹿
児
島
市
）

　

ク
イ
ズ
に
当
選
し
、
賞
品
の
図

書
カ
ー
ド
が
届
き
ま
し
た
。
娘
が

喜
ん
で
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
♡　

後
日
、
本
屋
さ

事
や
ニ
ュ
ー
ス
・
ワ
ー
ド
の
記
事

も
あ
り
が
た
い
で
す
。 （
指
宿
市
）

　

７
月
号
の
ニ
ュ
ー
ス
・
ワ
ー

ド
「
不
適
切
な
保
育
」
を
読
み
、

心
が
痛
く
な
り
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
お
世
話
に
な
っ
た
素
晴
ら
し
い

保
育
園
・
幼
稚
園
の
先
生
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
本
当
に

着
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
そ
の
背
景
…
。
ど
こ
の
現
場

も
人
が
足
り
な
い
の
は
、
根
本
を

変
え
て
い
く
し
か
な
い
の
か
な
と

…
。 

（
奄
美
市
）

　
ろ
う
ふ
く
き
ょ
う
ク
イ
ズ
が
毎

月
楽
し
み
で
す
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
応
募
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
応
募

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 （
鹿
児
島
市
）

フレイル
　
加
齢
に
伴
っ
て
筋
力
や
心
身
の
活

力
が
低
下
し
た
状
態
。
健
康
と
要
介

護
の
中
間
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。

風
邪
を
こ
じ
ら
せ
肺
炎
を
発
症
、転

倒
し
て
打
撲
・
骨
折
と
い
っ
た
健
康

障
害
や
、要
介
護
状
態
に
陥
る
な
ど

の
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
が
、早

め
の
対
応
で
健
常
な
状
態
に
改
善
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で
活
動

量
や
外
出
機
会
が
減
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
働
き
盛

り
の
40
～
50
代
で
フ
レ
イ
ル
に
該
当

す
る
人
が
増
加
し
て
い
る
な
ど
の
報

告
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
体
重
の
減

読
　
者

か
ら
の

声

290

ん
に
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。
夏

休
み
に
沢
山
勉
強
し
て
も
ら
い
ま

す
。
ま
す
ま
す
ク
イ
ズ
に
燃
え
ま

す
！ 

（
大
島
郡
天
城
町
）

　

　

カ
ー
ラ
イ
フ
ロ
ー
ン
、
上
手
く

使
っ
て
車
を
買
い
た
い
も
の
で

す
。 

（
南
さ
つ
ま
市
）

　

７
月
号
の
「
言
―
た
い
劇
場
」、

優
し
い
世
界
で
い
い
な
あ
と
思
い
ま

し
た
。
大
人
が
ゆ
と
り
を
も
っ
て
い

き
い
き
と
働
く
姿
を
子
ど
も
た
ち
に

も
見
せ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
り
た
い
で

す
。 

（
鹿
児
島
市
）

　

職
場
に
１
人
の
組
合
員
な
の
で
、

繋
が
り
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
便
り

が
手
元
に
届
く
の
は
、
大
変
心
強
く

思
い
ま
す
。
臨
床
心
理
士
の
方
の
記

セルフコンパッション
でうまくいく！

臨床心理士　山藤奈穂子
「
１
年
後
、
５
年
後
、
10
年
後
、

ど
ん
な
自
分
で
い
た
い
だ
ろ
う

か
。
仕
事
で
ど
ん
な
ふ
う
に
成

長
し
、
何
を
達
成
し
て
い
た
い

だ
ろ
う
か
。
ど
ん
な
自
分
で
あ

れ
ば
、
誇
り
に
思
え
る
だ
ろ
う
。

そ
の
姿
に
近
づ
く
た
め
に
、
今
の

自
分
に
必
要
な
の
は
何
だ
ろ
う
」

　
ま
た
深
呼
吸
を
何
度
か
し
て

か
ら
目
を
開
け
て
、
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
す
。
叱
咤（
し
っ
た
）激
励

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
至
ら
な

い
点
へ
の
注
意
や
説
教
も
な
し

で
す
。「
君
が
君
自
身
の
目
標

に
近
づ
く
た
め
に
何
が
必
要
だ

ろ
う
？　
私
に
何
が
で
き
る
だ

ろ
う
？
」と
い
う
視
点
で
、チ
ー

ム
と
し
て
協
働
す
れ
ば
よ
い
の

で
す
。

　
人
が
意
欲
的
に
働
く
た
め
に

必
要
な
の
は
、
内
発
的
動
機
づ

け
で
す
。
自
分
の
中
か
ら
熱
意

と
と
も
に
湧
き
上
が
る
も
の
、

こ
う
な
り
た
い
と
い
う
意
志
に

突
き
動
か
さ
れ
る
も
の
は
、
外

か
ら
は
与
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
決

し
て
否
定
さ
れ
な
い
、
批
判
さ

れ
な
い
心
理
的
安
全
性
の
あ
る

１
on
１
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
い
う

枠
の
な
か
で
こ
そ
、
引
き
出
す

こ
と
が
で
き
る
も
の
な
の
で

す
。

　
優
し
さ
や
思
い
や
り
を
向

け
ら
れ
る
と
、
や
る
気
が
高

ま
る
こ
と
が
研
究
な
ど
で
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
イ

ソ
ッ
プ
童
話「
北
風
と
太
陽
」

と
同
じ
で
す
。
強
い
北
風
を

吹
き
つ
け
ら
れ
る
と
旅
人
は

よ
り
か
た
く
な
に
マ
ン
ト
を

握
り
締
め
、
ぽ
か
ぽ
か
と
日

光
に
照
ら
さ
れ
る
と
自
ら
マ

ン
ト
を
脱
ぎ
ま
す
。

　
今
度
の
１
on
１
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
、
こ
ん
な
瞑
想（
め

い
そ
う
）ワ
ー
ク
を
取
り
入

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。
ま
ず
部
下
と
と
も
に
目

を
閉
じ
て
、
３
回
深
呼
吸
を

し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
う
考

え
ま
す
。

㊴やる気を引き出す　１on１ミーティング
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︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
７
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１　

岩
手
山
の
別
名
は
南
部

…
…

３　
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
開
始
で
す

７　
秋
と
い
え
ば
、こ
の
童
謡

９　
…
…
が
鳴
っ
た
ら
出
航

10　
神
社
の
地
図
記
号
は
こ
れ

11　
人
が
い
ま
せ
ん
ね

13　

意
…
…
、
無
…
…
、
食

…
…

14　
失
敗
に
備
え
て
…
…
を
か

け
る

16　
台
所
の
間
取
り
記
号

17　
…
…
が
残
る
試
合
で
し
た

18　
肩
が
上
が
っ
た
状
態
の
こ

と

21　
無
料
。
語
源
は「
只
」と
か

23　

マ
ラ
ソ
ン
、
散
歩
、
自
動

車
教
習
所
。
共
通
す
る
言

葉
は
？

24　

す
し
や
サ
ラ
ダ
、
漬
物
な

ど
で
食
べ
る
野
菜
で
す

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１　
農
場
。野
菜
で
も
使
い
ま
す

２　
品
書
き
に「
…
…
」と
あ
る

と
注
文
し
づ
ら
い
で
す
ね

３　

原
子
番
号
79
、
元
素
記
号

は
Au

４　
約
3
・
3
平
米
あ
る
計
量

単
位

５　
魚
介
類
を
生
き
た
ま
ま
食

べ
ま
す
。
…
…
食
い

６　
柄
の
付
い
た
浅
い
調
理
器
具

８　
フ
ー
テ
ン
の
寅
さ
ん
の
ト

レ
ー
ド
マ
ー
ク
と
い
え
ば

10　
６
県
あ
り
ま
す
。…
…
地
方

12　
ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
の
切
り
札

15　
９
月
第
３
月
曜
日
は
…
…

の
日

16　

練
習
で
す
。「
…
…
を
つ

け
る
」

19　
別
名
は
「
キ
ネ
ズ
ミ
」

20　
瀑
布（
ば
く
ふ
）と
も
言
う

22　
建
物
を
支
え
る
構
造
部
材

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　
松
元
　
彩
音	

松
木
　
　
均

　
西
村
　
浩
子	

下
大
園
宏
輝

　
加
治
　
亮
一	

田
原
久
仁
子

　
木
佐
貫
美
保	

比
江
嶋
　
恵

　
竹
林
小
百
合	

大
重
　
貴
朗

　
大
久
保
ニ
ー
ナ	

尻
無
濱
美
樹

　
羽
田
浩
一
郎	

尾
塚
　
真
司

　
山
中
さ
く
ら	

榮
德
　
洋
幸 

　
上
加
世
田
圭
太	

前
村
　
龍
星

　
西
　
智
恵
美	

上
村
　
美
香

〔
解
答
〕は
必
ず
ハ
ガ
キ
か
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

解
答
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

職
場
名
を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通

に
限
り
ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団

体
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き

く
だ
さ
い
。
締
め
切
り
は
２
０
２
３

年
10
月
６
日
必
着
。
今
回
も
20
人
の

方
に
賞
品
を
進
呈
し
ま
す
。

■
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

も
応
募
い
た
だ
け
ま
す

〔
送
り
先
〕〒
890

－

0064
鹿

児
島
市
鴨
池
新
町
五

－

七　
六
階　

鹿
児
島
県
労
福
協「
ク
イ
ズ
」係

　
8
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は
104
通
で
、

103
通
が
正
解
で
し
た
。
厳
正
な
抽
選
の
結

果
、
下
記
の
20
人
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

答え
「セミシグレ（せみ時雨）」

公式キャラクター

ピットくん（鹿児島県）

「こくみん共済 coop」は営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、相互
扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献することを目
的としています。この趣旨に賛同いただき、出資金を払い込んで居住地または勤務地の
共済生協の組合員となることで各種共済制度をご利用いただけます。

たすけあいから生まれた保障の生協です。

ひとりで悩んでいませんか？
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま 0120-307-830

安心ネット姶良伊佐 0120-783-022

労 働 相 談 専 用 0120-154-052

■相 談 日：月曜日～金曜日（土日祝を除く）
■相談時間：午前10時～午後4時
■相談内容：解雇・不払い残業・有給休暇・パワハラ・セクハラ

多重債務・奨学金・住宅（増・新築）など
■相　　談：原則無料

ただし、弁護士等専門家に相談する場合は、別途料
金がかかる場合があります。

ATM利用手数料 ATM利用手数料

は２０２０年４月１日現在の概要です。

＊九州ろうきんホームページアドレス
https://kyusyu-rokin.com/

＊こくみん共済 coop＜全労済＞ホームページアドレス
https://www.zenrosai.coop

＊労福協ホームページアドレス
http://blog.rofuku.net/kagoshima/

＊「あつまれ！ユニオンスクエア～＃毎月05日は連合の日～」
　ホームページアドレス
https://ja.twitcasting.tv/unionion

＊安心ネットかごしま
　相談対応「LINE公式アカウント」


